


なによりびっくりしたのは、これだけ色 な々分野の方が集まって、“京都の未来を考える”、その一
点について自分たちの熱い思いを語っていたことです。議論の中では、たとえば「福祉や環境運
動への大学生超兵制度（！）」といった、僕とも無縁でないアイデアも。都市の中で自分が占めて
いる「学生」という位置をあらためて実感するとともに、そのような役割を通して自分はやっとこの都
市に住み、こうして生きることができているのだな、と考えて、不思議な気持ちになりました。

観光や文化、環境資源が豊富な京都ですが、その人口の１割を僕たち「学生」が占めているっ
てこと、ご存知ない方も多いかもしれません。今回の融合委員会のような、自分たちの住む都市
のことをもっと積極的に考えられる場を、学生にも提供してほしいです。いまの学生たちは、変化
著しい現代社会において、経済的にも精神的にも受け身な立場に立たされています。自分たち
の住まう都市について熱く語れる場を通して、何らかの自己主張ができたらと思うのです。京都
が市民だけでなく、「よそもの」である大学生の立場にも立ってくれる都市であればと望みます。

この会議を
傍聴して、世

古さんが思
ったこと。

私ならこうする！ 世古さんが考える「未来の京都」

「京都市基本計画審議会」とは、１０年後の京都を見据えて、今後１０年間の京都市の指針となる計画を立てる重要な会議で
す。「U35」とは「未来の担い手・若者会議Ｕ３５」のことをいい、基本計画の策定に対し、未来のまちづくりの担い手として、若
者ならではの観点から提言を行う、概ね３５歳未満のメンバーで構成された会議です。皆さんも会議の傍聴にお越しください。

・尾池会長、門川市長あいさつ
・融合委員会副委員長の指名：平井誠一委員（京都市未来まちづくり100 人委員会代表幹事，株式会社西利代表取締役
専務）を指名
・宗田好史委員長（次代の左京まちづくり会議座長、京都府立大学大学院生命環境科学研究科准教授）から、「京都市の
現状と課題を踏まえた融合委員会の果たす役割」について説明
・松山大耕 未来の担い手・若者会議U３５議長から「未来の担い手・若者会議Ｕ３５からの提案（中間報告）」について報告
・ワークショップ（審議会委員と行政職員の計50名が参加し、「ワークショップ」形式で京都の未来像と重点戦略の検討）

開催日：平成21年11月9日（月）　会場：ひと・まち交流館京都

京都市基本計画審議会　　第1回融合委員会　開催結果
http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000071049.html
未来の担い手・若者会議U３５
http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000071812.html




